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一　

枯
木
の
系
譜
に
つ
い
て

古
来
、
木
は
風
景
を
描
写
す
る
詩
文
に
よ
く
使
わ
れ
、
多
く
の
場
合
は
上
昇
・
成
長
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
枯
木
は
そ

の
逆
で
あ
り
、
衰
亡
・
物
寂
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
有
す
る
。
興
膳
宏
氏
は
「
枯
れ
木
に
さ
く
詩
―
詩
的
イ
メ
ー
ジ
の
一
系
譜（
１
）」
に
唐
と

唐
以
前
の
詩
文
に
お
け
る
枯
木
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
詳
細
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
。「
こ
の
小
論
が
あ
つ
か
お
う
と
す
る
の
は
、
上
記
の

よ
う
な
普
遍
的
な
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
木
で
は
な
い
。
生
命
力
に
溢
れ
る
木
と
は
全
く
逆
の
、
い
ま
に
も
生
命
の
源
泉
を
枯
渇
さ
せ
か

か
っ
た
樹
木
、
つ
ま
り
一
般
的
な
木
の
象
徴
作
用
か
ら
す
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
木
、
そ
の
詩
に
お
け
る
現
れ
か
た
を
逐
次
跡
づ

け
な
が
ら
、
詩
的
イ
メ
ー
ジ
の
通
時
的
継
承
性
の
あ
り
か
た
を
考
察
す
る
よ
す
が
と
し
た
い
。」
と
述
べ
る
。
例
え
ば
、
南
朝
梁
の
庾
信

「
枯
樹
賦（
２
）」
に
は
次
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
と
い
う
。

若
乃
山
河
阻
絕
、
飄
零
離
別
、
拔
本
垂
淚
、
傷
根
瀝
血
。
火
入
空
心
、
膏
流
斷
節
。
橫
洞
口
而
欹
臥
、
頓
山
腰
而
半
折
。

若
し
乃
ち
山
河
阻
絶
し
、
飄
零
離
別
す
る
も
の
は
、
本
を
抜
か
れ
て
淚
を
垂
ら
し
、
根
を
傷
つ
け
ら
れ
て
血
を
瀝し
た
たら
す
。
火
は
空

心
に
入
り
、
膏
は
流
れ
て
節
を
断
つ
。
洞
口
に
横
た
わ
り
て
欹な
な

め
に
臥
し
、
山
腰
に
頓や
ぶ

れ
て
半
ば
折
る
。

こ
の
木
は
元
の
産
地
に
二
度
と
帰
れ
な
い
ほ
ど
遠
く
離
れ
、
瀕
死
の
状
態
に
あ
る
。
南
朝
梁
の
廷
臣
だ
っ
た
庾
信
は
已
む
を
得
ず
北

方
に
滞
在
し
、
後
半
生
を
送
っ
た
。
こ
の
枯
木
の
姿
は
む
し
ろ
彼
自
身
の
自
画
像
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
庾
信
の
詩
に
も
「
空
心
死
せ
ざ

る
樹
、
葉
無
く
し
て
未
だ
枯
れ
ざ
る
藤
（
空
心
不
死
樹
、
無
葉
未
枯
藤
）」（「
北
園
射
堂
新
成
詩
」）
な
ど
の
類
似
す
る
表
現
が
あ
る
。

蒙
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い
ず
れ
も
人
生
の
た
そ
が
れ
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
役
割
を
帯
び
て
い
る
。
唐
代
の
盧
照
鄰
の
詩
「
行
路
難（
３
）」
に
繁
茂
し
て
い
た
木
が
い

き
な
り
枯
れ
て
、「
一
朝
憔
悴
し
て
人
の
問
ふ
無
く
、
万
古
摧
残
し
て
君
詎な
ん

ぞ
知
ら
ん
（
一
朝
憔
悴
無
人
問
、
萬
古
摧
殘
君
詎
知
）」
と

表
わ
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
世
の
無
常
を
強
く
象
徴
し
て
い
る
。
さ
ら
に
杜
甫
が
成
都
に
仮
寓
中
の
作
「
病
柏
」「
病
橘
」「
枯
椶
」「
枯

柟
」（『
杜
詩
鏡
銓
』
巻
八
）
な
ど
の
詩
に
は
、「
す
ぐ
れ
た
人
材
に
託
し
た
理
想
の
挫
折
を
傷
む
こ
と
」
や
「
社
会
の
下
層
を
な
す
人
々

へ
の
同
情
」
が
込
め
ら
れ
、
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
に
新
し
い
内
容
が
加
え
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
興
膳
宏
氏
は
主
に
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
木
と
し
て
の
枯
木
を
中
心
と
し
て
そ
の
系
譜
を
明
確
に
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
時
と
し
て
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
は
豊
富
な
意
味
を
含
み
、
そ
し
て
そ
れ
は
必
ず
し
も
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
で
は
な
い
。
例
を
挙
げ
る
。

南
郭
子
綦
隱
几
而
坐
、
仰
天
而
噓
、
荅
焉
似
喪
其
耦
。
顔
成
子
游
立
侍
乎
前
、
曰
、「
何
居
乎
。
形
固
可
使
如
槁
木
、
而
心
固
可
使

如
死
灰
乎
。
今
之
隱
几
者
、
非
昔
之
隱
几
者
也
。」（『
荘
子
』
斉
物
論
篇
）

南
郭
子  

綦
几
に
隠よ

り
て
坐
し
、
天
に
仰
ぎ
て
嘘
く
。
荅と
う

焉え
ん

と
し
て
其
の
耦
を
喪う
し
なふ
に
似
た
り
。
顔
成
子
游  

前
に
立
侍
し
て
曰
く
、

「
何
ぞ
や
。
形
は
固
よ
り
槁
木
の
ご
と
く
な
ら
し
む
可
き
も
、
心
は
固
よ
り
死
灰
の
ご
と
く
な
ら
し
む
べ
け
ん
や
。
今
の
几
に
隠
る

者
は
、
昔
の
几
に
隠
る
者
に
非
ざ
る
な
り
。」

弟
子
の
顔
成
子
游
は
師
匠
の
南
郭
子
綦
の
様
子
を
見
て
、「
体
は
本
当
に
枯
れ
木
の
よ
う
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
精
神
は
本
当
に
死
灰

の
よ
う
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
驚
嘆
す
る
。
師
匠
の
姿
は
枯
木
の
よ
う
、
精
神
は
死
灰
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
に
驚

く
と
い
う
こ
の
表
現
は
、
い
ず
れ
も
賞
賛
の
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
典
故
は
、
後
世
の
詩
人
に
愛
用
さ
れ
た
。
白
居
易
「
隱
几
」（『
白
氏
文
集
』
巻
六
）
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

身
適
忘
四
支　

心
適
忘
是
非　
　
　

身
適
し
て
四
支
を
忘
れ
、
心
適
し
て
是
非
を
忘
る
。

旣
適
又
忘
適　

不
知
吾
是
誰　
　
　

既
に
適
し
て
又
適
を
忘
れ
、
知
ら
ず
吾
是
れ
誰
な
る
を
。

百
體
如
槁
木　

兀
然
無
所
知　
　
　

百
体
は
槁
木
の
如
く
、
兀ご
つ

然ぜ
ん

と
し
て
知
る
所
無
し
。

方
寸
如
死
灰　

寂
然
無
所
思　
　
　

方
寸  

死
灰
の
如
く
、
寂
然
と
し
て
思
う
所
無
し
。

今
日
復
何
日　

身
心
忽
兩
遺　
　
　

今
日
は
復
た
何
の
日
ぞ
、
身
心  

忽
ち
両ふ
た

つ
な
が
ら
遺わ
す

る
。

行
年
三
十
九　

歲
暮
日
斜
時　
　
　

行
年
三
十
九
、
歳
暮  

日
斜な
な

め
な
る
時
。

中
国
文
学
論
集
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四
十
六
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四
十
心
不
動　

吾
今
其
庶
幾　
　
　

四
十
に
心
動
か
ず
、
吾
今
其
れ
庶ち

幾か

し
。

白
居
易
は
肉
体
お
よ
び
感
情
を
と
も
に
忘
れ
、
快
適
な
状
態
に
入
り
、
さ
ら
に
快
適
で
あ
る
こ
と
さ
え
も
忘
れ
る
と
詠
む
。
つ
ま
り
、

身
体
は
枯
木
の
よ
う
に
な
り
精
神
は
死
灰
の
よ
う
に
な
る
も
、
何
の
思
慮
す
る
と
こ
ろ
も
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。「
槁
木
」
と
「
死

灰
」
と
は
並
記
さ
れ
、
肉
体
と
精
神
と
の
理
想
的
な
状
態
を
象
徴
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
宋
代
に
至
り
詩
に
お
け
る
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
は
激
増
し
た
。
例
え
ば
、『
全
唐
詩
』
に
お
け
る
「
枯
木
」
は
二
〇
例
、「
槁

木
」
は
七
例
し
か
な
い
。
だ
が
、『
全
宋
詩
』
に
お
け
る
「
枯
木
」
は
三
〇
〇
例
あ
ま
り
、「
槁
木
」
は
百
例
ほ
ど
確
認
で
き
る
。
そ
の

中
で
、
黄
庭
堅
の
詩
に
お
け
る
「
枯
木
」
十
一
例
は
特
に
多
い
と
い
え
る
。
本
稿
で
は
、
黄
庭
堅
の
詩
文
に
お
け
る
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ

を
中
心
と
し
て
考
察
を
行
い
つ
つ
、
宋
詩
に
見
え
る
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
が
激
増
し
た
背
景
や
理
由
を
考
察
し
、
さ
ら
に
宋
代
に
お
け
る

枯
木
に
向
け
ら
れ
た
印
象
の
独
特
さ
を
掘
り
下
げ
て
ゆ
き
た
い
。

二　

絵
画
に
お
け
る
枯
木

明
代
の
唐
志
契
『
絵
画
微
言
』
は
次
の
よ
う
に
絵
画
中
の
枯
木
を
論
じ
る
。

寫
枯
樹
最
難
蒼
古
、
然
畫
中
最
不
可
少
。
卽
茂
林
盛
夏
、
亦
須
用
之
。
訣
云
、「
畫
無
枯
樹
、
則
不
疏
通
」、
此
之
謂
也
。

枯
樹
を
写
す
は
最
も
蒼
古
な
り
難
し
、
然
る
に
画
中  
最
も
少
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
即
ち
茂
林
盛
夏
も
、
亦
た
須
く
之
を
用
う
べ

し
。『
訣
』
に
云
ふ
、「
画
に
枯
樹
無
く
ん
ば
、
則
ち
疏
通
せ
ず
」。
此
れ
の
謂
な
り
。

自
然
界
に
お
け
る
枯
木
は
秋
冬
の
時
期
に
出
現
す
る
わ
け
だ
が
、
絵
画
に
お
い
て
は
季
節
に
関
わ
ら
ず
、
樹
木
が
茂
る
夏
の
絵
に
も

枯
木
が
必
要
で
あ
る
と
、
唐
志
契
は
主
張
し
て
い
る
。
引
用
し
た
『
訣
』
の
文
は
伝
王
維
ま
た
は
五
代
の
画
家
で
あ
る
荊
浩
の
『
山
水

訣
』
が
疑
わ
れ
る
が
、
現
存
す
る
本
文
に
は
こ
の
文
が
な
い
。
絵
画
に
枯
樹
が
な
け
れ
ば
、「
不
疏
通
」
と
い
う
欠
陥
を
生
じ
る
と
説
く

の
で
あ
る
。「
疏
通
」
は
一
種
の
理
想
的
な
絵
画
効
果
で
あ
り
、
一
体
そ
れ
が
具
体
的
に
ど
う
い
う
意
味
で
あ
る
か
は
さ
て
置
く
に
し
て

も
、
要
す
る
に
当
時
の
画
家
に
と
っ
て
枯
木
は
、
言
う
ま
で
も
無
く
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
『
山
水
訣
』
に

は
次
の
文
が
あ
る
。
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凡
畫
林
木
、
遠
者
疏
平
、
近
者
高
密
、
有
葉
者
枝
嫩
柔
、
無
葉
者
枝
硬
勁
。
松
皮
如
鱗
、
柏
皮
纏
身
。
生
土
上
者
根
長
而
莖
直
、

生
石
上
者
拳
曲
而
伶
仃
。
古
木
節
多
而
半
死
、
寒
林
扶
疏
而
蕭
森
。

凡
そ
林
木
を
画
く
に
、
遠
き
者
は
疏
平
な
り
、
近
き
者
は
高
密
な
り
。
葉
有
る
者
は
枝  

嫩
柔
に
、
葉
無
き
者
は
枝
硬
勁
な
り
。
松

皮  
鱗
の
如
く
、
柏
皮  

身
に
纏ま
と

ふ
。
土
の
上
に
生
ず
る
者
は
根
長
く
し
て
莖
直
く
、
石
上
に
生
ず
る
者
は
拳
曲
し
て
伶れ
い

仃て
い

た
り
。

古
木  
節
多
く
し
て
半
ば
死
し
、
寒
林
扶
疏
と
し
て
蕭し
よ
う
し
ん森た
り
。

『
山
水
訣
』
は
王
維
ま
た
は
荊
浩
の
作
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
内
容
か
ら
見
れ
ば
宋
人
の
作
と
看
做
す
ほ

う
が
妥
当
で
あ
る（
４
）。「
古
木
節
多
く
し
て
半
ば
死
し
」
と
言
う
は
、
老
樹
の
節
が
多
く
、
ま
た
半
死
の
状
態
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
、
老

樹
を
ど
の
よ
う
に
描
く
か
を
指
導
す
る
。
要
す
る
に
、
宋
代
に
至
り
、
枯
木
は
独
立
し
た
絵
画
素
材
と
し
て
流
行
し
た
の
で
あ
る
。

西
上
勝
氏
「
墨
戯
に
つ
い
て（
５
）」
で
は
、「
墨
戯
は
、
士
大
夫
や
僧
侶
な
ど
知
識
人
が
余
戯
と
し
て
行
う
、
墨
に
よ
る
戯
れ
ご
と
遊
び
で

あ
っ
て
、
専
門
画
家
が
腐
心
す
る
運
筆
法
や
構
図
法
な
ど
に
は
頓
着
せ
ず
、
草
書
や
飛
白
な
ど
の
書
法
と
一
脈
通
ず
る
粗
放
で
自
由
な

制
作
行
為
を
意
味
す
る
。
と
同
時
に
、
北
宋
か
ら
南
宋
の
時
代
に
か
け
て
、
そ
う
し
た
制
作
行
為
の
結
果
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
、
従

来
の
墨
画
と
は
異
な
る
様
相
の
主
と
し
て
竹
、
梅
、
枯
木
や
石
な
ど
を
画
題
と
す
る
水
墨
画
そ
の
も
の
を
指
し
て
、
墨
戯
と
呼
び
習
わ

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」
と
概
説
し
て
い
る
。
墨
戯
は
、
北
宋
に
興
っ
た
従
来
の
絵
画
形
式
と
表
現
内
容
を
異
に
し
、
色
彩
を
用
い

ず
、
墨
の
濃
淡
の
み
を
用
い
、
ひ
た
す
ら
に
写
実
性
を
求
め
る
よ
う
な
姿
勢
は
な
い
。
墨
戯
の
呼
び
方
は
絵
画
史
上
に
襲
用
さ
れ
続
け
、

文
人
画
の
重
要
な
一
種
類
に
な
る
。
こ
の
「
墨
戯
」
の
初
出
こ
そ
が
、
黄
庭
堅
の
「
東
坡
居
士
墨
戯
賦
」（『
黄
文
節
公
全
集
』
正
集
巻

十
二
）
で
あ
る
。

東
坡
居
士
遊
戲
於
管
城
子
楮
先
生
之
間
、
作
枯
槎
壽
木
、
叢
篠
斷
山
。
筆
力
跌
宕
於
風
煙
無
人
之
境
、
蓋
道
人
之
所
易
、
畫
工
之

所
難
。
如
印
印
泥
、
霜
枝
風
葉
、
先
成
於
胸
次
者
歟
。
顰
申
奮
迅
、
六
反
震
動
、
草
書
三
昧
之
苗
裔
者
歟
。
金
石
之
友
質
已
死
、

而
心
在
斵
泥
郢
人
之
鼻
、
運
斤
成
風
之
手
者
歟
。
夫
惟
天
才
逸
群
、
心
法
無
軌
、
筆
與
心
機
、
釋
冰
成
水
。
立
之
南
榮
、
視
其
胸

中
、
無
有
畦
畛
、
八
窗
玲
瓏
者
也
。

東
坡
居
士
、
管
城
子
・
楮
先
生
の
間
に
遊
戯
し
、
枯
槎
壽
木
・
叢
篠
断
山
を
作
る
。
筆
力
は
風
煙
無
人
の
境
に
跌
宕
た
り
。
蓋
し

道
人
の
易
し
と
す
る
所
は
、
画
工
の
難
し
と
す
る
所
な
り
。
印
泥
に
印
す
る
が
ご
と
く
、
霜
枝
風
葉
は
、
先
づ
胸
次
に
成
る
者
か
。
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顰
申
奮
迅
し
、
六
反た
び

震
動
す
る
は
、
草
書
三
昧
の
苗
裔
た
る
者
か
。
金
石
の
友
、
質
已
に
死
す
る
も
、
心
は
泥
を
郢
人
の
鼻
に
斵き

る
に
あ
り
、
斤
を
運
ん
で
風
を
成
す
の
手
の
者
か
。
夫
れ
惟
だ
天
才
の
み
群
を
逸の
が

る
る
も
、
心
は
無
軌
に
法の
っ
とり
、
筆
は
心
と
機は
か

り
、

氷
を
釈と

か
し
て
水
と
成
す
。
之
を
南
栄
に
立
た
し
め
、
其
の
胸
中
を
視
れ
ば
、
畦
畛
有
る
無
く
、
八
窗
玲
瓏
た
る
者
な
り
。

 

此
の
賦
が
制
作
さ
れ
た
元
祐
三
年
（
一
〇
八
八
）
前
後
は
、
黄
庭
堅
は
都
の
開
封
に
お
い
て
館
職
を
勤
め
、
秘
書
省
・
神
宗
実
録
院

に
在
任
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
、
黄
庭
堅
は
蘇
軾
及
び
画
家
の
李
伯
時
・
王
詵
な
ど
と
の
交
遊
が
深
く
、
絵
画
に
つ
い
て
の
詩
文
、
特

に
題
画
詩
が
多
く
残
し
て
い
る
。
後
に
挙
げ
る
「
題
子
瞻
枯
木
」「
題
子
瞻
寺
壁
小
山
枯
木
二
首
」
な
ど
の
詩
も
こ
の
年
の
作
で
あ
る
。

「
墨
戯
」
は
画
工
の
写
実
性
を
求
め
る
こ
と
と
異
な
り
、
文
人
画
家
の
戯
れ
の
態
度
を
示
す
。
例
え
ば
蘇
軾
の
作
と
言
わ
れ
る
「
枯
木

怪
石
図
」（
現
在
日
本
の
私
人
蔵
）
は
色
彩
を
用
い
ず
粗
末
な
線
で
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
元
の
文
人
画
家
の
代
表
で
あ
る
趙
孟
頫
に

は
、
絵
画
と
書
法
と
の
繋
が
り
を
論
ず
る
題
画
詩（
６
）が
あ
る
。

石
如
飛
白
木
如
籀
、
寫
竹
還
於
八
法
通
。
若
也
有
人
能
會
此
、
方
知
書
畫
本
來
同
。

石
は
飛
白
の
如
く
木
は
籀ち
ゆ
うの
如
し
、
竹
を
写
す
は
還ま

た
八
法
に
通
ず
。
若
し
人
能
く
此
に
会
す
る
有
ら
ば
、
方ま
さ

に
知
る
書
画  

本
来

同
じ
な
り
と
。

石
は
書
の
筆
法
の
一
種
の
飛
白（
７
）の
よ
う
、
木
は
篆
書
に
近
い
籀
字
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
竹
の
描
き
方
は
書
の
「
永
字
八
法（
８
）」
に
類

似
す
る
。
ま
た
黄
庭
堅
は
「
東
坡
居
士
墨
戯
賦
」
に
お
い
て
「
草
書
三
昧
の
苗
裔
た
る
者
か
」
と
蘇
軾
の
絵
画
を
賞
賛
す
る
が
、
こ
の

「
草
書
三
昧
」
の
出
典
は
李
肇
『
唐
国
史
補
』
巻
中
で
あ
る
。

長
沙
僧
懷
素
好
草
書
、
自
言
得
草
聖
三
昧
。
棄
筆
堆
積
、
埋
於
山
下
、
號
曰
筆
冢
。

長
沙
の
僧
懐
素
は
草
書
を
好
み
、
自
ら
草
聖
三
昧
を
得
た
り
と
言
え
り
。
棄
筆
堆
積
し
、
山
下
に
埋
め
、
号
し
て
筆
冢
と
曰
う
。

 

三
昧
は
仏
教
に
お
い
て
「
自
在
」
と
い
う
悟
り
の
境
界
を
指
す
。
唐
の
懐
素
は
草
書
に
特
に
長
じ
、「
自
在
」
の
境
地
に
達
し
と
称
さ

れ
る
が
、
蘇
軾
の
「
墨
戯
」
の
絵
画
は
彼
懐
素
の
草
書
の
よ
う
に
素
晴
ら
し
い
と
説
く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
蘇
軾
の
絵
画
は
草
書
の
筆

法
を
用
い
て
い
る
と
黄
庭
堅
は
認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
蘇
軾
の
絵
画
と
黄
庭
堅
の
解
釈
と
が
、
墨
戯
を
宋
代
に
盛
ん

に
さ
せ
て
ゆ
く
。
黄
庭
堅
と
趙
孟
頫
が
と
も
に
文
人
画
と
書
法
と
の
関
連
が
深
い
と
認
識
す
る
こ
と
か
ら
、
文
人
に
と
っ
て
は
、
枯
木

は
繁
茂
す
る
木
よ
り
も
書
の
筆
法
で
制
作
し
や
す
く
、「
戯
」
と
し
て
制
作
す
る
際
の
心
理
に
ふ
さ
わ
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
文
人
画
に
愛

黄
庭
堅
に
お
け
る
枯
木
の
詩
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用
さ
れ
た
題
材
に
な
っ
た
と
推
測
し
て
も
よ
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
全
て
の
理
由
が
概
括
で
き
る
訳
で
は
な
い
。
じ
つ

は
文
人
に
と
っ
て
枯
木
自
身
が
象
徴
的
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。
次
は
蘇
軾
や
黄
庭
堅
の
詩
文
か
ら
、
文
人
が
枯
木
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
を
見
て
ゆ
こ
う
。

三　

絵
画
に
関
わ
る
詩
文
に
於
け
る
枯
木

元
祐
三
年
、
絵
画
を
好
む
蘇
軾
は
名
画
家
の
李
伯
時
と
と
も
に
あ
る
絵
画
を
描
い
た
が
、
枯
木
の
部
分
が
蘇
軾
の
筆
で
あ
り
、
藤
や

道
士
は
李
伯
時
の
も
の
で
あ
る
。
黄
庭
堅
は
そ
の
た
め
に
「
蘇
李
畫
枯
木
道
士
賦
」（『
黄
文
節
公
全
集
』
正
集
巻
九（
９
））
を
制
作
し
た
。

そ
の
冒
頭
の
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

東
坡
先
生
佩
玉
而
心
若
槁
木
、
立
朝
而
意
在
東
山
。
其
商
略
終
古
、
蓋
流
俗
不
得
而
言
。

東
坡
先
生
、
玉
を
佩
び
て
心  

槁
木
の
若
く
、
立
朝
し
て
意  

東
山
に
在
り
。
其
の
終
古
を
商
略
す
る
は
、
蓋
し
流
俗  

言
ふ
を
得
ず
。

蘇
軾
は
朝
廷
に
い
る
も
の
の
一
切
の
欲
望
が
無
く
、
隠
居
の
生
活
を
志
し
て
い
る
。「
心
若
槁
木
」
は
前
掲
し
た
『
荘
子
』
斉
物
論
篇

の
「
形
固
可
使
如
槁
木
」
を
意
識
し
た
文
で
あ
り
、「
意
在
東
山
」
は
『
世
説
新
語
』「
排
調
」
の
謝
安
が
東
山
に
隠
居
す
る
故
事
を
援

用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
蘇
軾
が
枯
木
を
描
く
理
由
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
次
に
賦
の
中
盤
の
部
分
は
、
絵
画
中
の

枯
木
に
つ
い
て
描
写
す
る
。

寒
煙
淡
墨
、
權
奇
輪
囷
、
挾
風
霜
而
不
栗
、
聽
萬
物
之
皆
春
。

寒
煙
淡
墨
、
権け
ん

奇き

輪り
ん

囷き
ん

と
し
て
、
風
霜
を
挟
み
て
栗
せ
ず
、
万
物  

皆
な
春
な
る
を
聴
く
。

権
奇
輪
囷
は
枯
木
の
立
派
な
様
子
を
表
し
、
枯
木
は
風
霜
の
中
で
も
戦
慄
せ
ず
、
区
別
す
る
心
が
な
く
、
万
物
は
こ
の
寒
い
時
期
で

も
春
の
よ
う
に
見
え
る
と
説
く
。
こ
の
よ
う
な
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
は
む
し
ろ
蘇
軾
自
身
を
投
影
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
元
祐
元
年

（
一
〇
八
六
）、
開
封
で
制
作
さ
れ
た
「
子
瞻
詩
句
妙
一
世
乃
云
效
庭
堅
體
蓋
退
之
戲
效
孟
郊
樊
宗
師
之
比
以
文
滑
稽
耳
恐
後
生
不
解
故

次
韻
道
之
」（『
山
谷
詩
集
注
』
巻
五
）
と
い
う
題
の
長
い
詩
が
あ
る
が
、
前
半
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

我
詩
如
曹
鄶　

淺
陋
不
成
邦　
　
　

我
が
詩
は
曹
鄶
の
ご
と
く
、
浅
陋
に
し
て
邦
を
成
さ
ず
。
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公
如
大
國
楚　

吞
五
湖
三
江　
　
　

公
は
大
国
の
楚
の
ご
と
く
、
五
湖
・
三
江
を
吞
む
。

赤
壁
風
月
笛　

玉
堂
雲
霧
窗　
　
　

赤
壁  

風
月
の
笛
、
玉
堂　

雲
霧
の
窓
。

句
法
提
一
律　

堅
城
受
我
降　
　
　

句
法  

一
律
を
提ひ
つ
さげ
、
城
を
堅
く
し
て  

我
が
降
を
受
く
。

枯
松
倒
澗
壑　

波
濤
所
舂
撞　
　
　

枯
松  

澗
壑
に
倒さ
か

し
ま
に
し
、
波
濤
に
舂
撞
せ
ら
る
。

萬
牛
挽
不
前　

公
乃
獨
力
扛　
　
　

万
牛  

挽ひ

け
ど
も
前す
す

ま
ず
、
公  

乃
ち  

独ど
く
り
よ
く力に
し
て
扛あ

ぐ
。

黄
庭
堅
が
、
自
分
の
詩
は
蘇
軾
に
く
ら
べ
て
、
そ
の
足
も
と
に
も
及
ば
な
い
と
謙
遜
し
て
い
る
詩
で
あ
る
。
私
の
詩
は
春
秋
時
代
の

曹
や
鄶
の
よ
う
な
微
弱
な
国
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
貴
方
の
詩
は
大
国
の
楚
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
貴
方
は
黄
州
に
左
遷
さ
れ

た
時
に
は
清
風
月
下
に
洞
簫
を
聞
か
れ
た
が
、
今
や
朝
廷
に
復
帰
し
、
翰
林
に
入
ら
れ
て
そ
の
窓
か
ら
雲
霧
を
御
覧
に
な
っ
て
い
る
。

貴
方
の
詩
に
は
一
つ
の
法
が
出
来
て
い
て
、
あ
た
か
も
辺
境
に
城
を
堅
く
し
て
夷
狄
の
降
参
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
。
私
は
枯
れ
た
松
が

渓
谷
に
か
か
り
、
大
波
に
打
ち
た
た
か
れ
る
。
一
万
頭
の
牛
で
引
い
て
も
び
く
と
も
し
な
い
が
、
貴
方
の
筆
力
は
何
と
ひ
と
り
で
持
ち

上
げ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
と
詠
む
。「
枯
松
倒
澗
壑
」
は
李
白
の
詩
「
蜀
道
難
」（
李
太
白
文
集
巻
三
）
に
「
枯
松
倒
し
ま
に
掛
つ
て
絶
壁

に
倚
る
、
飛
湍
瀑
流  

争
ひ
て
喧
豗
た
り
（
枯
松
倒
掛
倚
絕
壁
、
飛
湍
瀑
流
爭
喧
豗
）」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
。
李
白
の
詩
は
蜀
道

の
険
し
さ
を
形
容
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
黄
庭
堅
は
自
身
或
い
は
自
己
の
詩
の
立
派
さ
を
言
っ
て
い
る
。「
萬
牛
挽
不
前
」
は
、
杜
甫
の

詩
「
古
柏
行
」（『
杜
詩
鏡
銓
』
巻
十
二
）
の
「
大
廈
如
し
傾
き
て
梁
棟
を
要
せ
ば
、
万
牛
首
を
回め
ぐ

ら
せ
て
丘
山
の
ご
と
く
重
か
ら
ん
。

文
章
を
露あ
ら
はさ
ざ
る
に
世
已
に
驚
き
、
未
だ
剪
伐
を
辞
せ
ざ
る
も
誰
か
能
く
送
ら
ん
（
大
廈
如
傾
要
梁
棟
、
萬
牛
廻
首
丘
山
重
。
不
露
文

章
世
已
驚
、
未
辭
剪
伐
誰
能
送
）」
を
意
識
し
て
い
る
。
杜
甫
詩
末
尾
の
「
古
来
材
大
な
れ
ば
用
を
為
し
難
し
」
が
告
白
す
る
よ
う
に
、

杜
甫
「
古
柏
行
」
は
人
材
に
託
し
た
理
想
の
挫
折
を
傷
む
詩
で
あ
る
。
黄
庭
堅
は
こ
こ
で
、
万
里
集
九
『
帳
中
香
』
巻
六
に
「
以
下
の

数
聯
は
公
の
自
敘
、
自
負
の
意  

言
外
に
溢
れ
た
り
（
以
下
數
聯
公
自
敘
、
自
負
之
意
溢
言
外
矣
）」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
枯
木
」
を

自
己
評
価
し
た
も
の
と
し
て
用
い
て
お
り
、
自
分
の
詩
や
人
柄
を
自
慢
す
る
意
味
合
い
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
前
掲
し
た
「
權
奇
輪
囷
」

も
同
じ
く
、
枯
木
を
描
写
す
る
と
同
時
に
、
蘇
軾
の
精
神
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
蘇
李
畫
枯
木
道
士
賦
」
の
結
尾
を
見
よ
う
。

若
予
也
、
寄
櫟
社
以
神
其
拙
、
顧
白
鷗
之
樂
人
深
。
一
行
作
吏
、
此
事
便
廢
。
懷
稻
粱
以
飴
老
、
就
簪
紱
而
成
禽
。
莊
生
曰
、
去

黄
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國
期
年
、
見
似
之
者
而
喜
矣
。
况
予
塵
土
之
渴
心
。

予
の
若
き
や
、
櫟れ
き

社し
や

に
寄
り
て
以
て
其
の
拙
を
神
な
り
と
し
、
白
鴎
の
人
を
楽
し
ま
し
む
る
こ
と
深
き
を
顧
か
へ
り
みる
。
一
た
び
行
き
て

吏
と
作
れ
ば
、
此
の
事  

便
ち
廃
す
。
稲
粱
を
懐
き
て
老
に
飴
し
、
簪
紱
に
就
き
て
禽
と
成
る
。
荘
生
曰
く
、
国
を
去
る
こ
と
期
年

に
し
て
、
之
に
似
た
る
者
を
見
て
喜
ぶ
な
り
。
况
ん
や
予
が
塵
土
の
渇
心
を
や
。

櫟
社
の
故
事
は
『
荘
子
』
人
間
世
篇
の
次
の
よ
う
な
記
事
に
よ
る
。

匠
石
之
齊
、
至
於
曲
轅
。
見
櫟
社
樹
、
其
大
蔽
數
千
牛
、
絜
之
百
圍
。
︙
︙
（
匠
石
）
曰
、「
已
矣
。
勿
言
之
矣
。
散
木
也
。
以
爲

舟
則
沉
、
以
爲
棺
槨
則
速
腐
、
以
爲
器
則
速
毀
、
以
爲
門
戶
則
液
樠
、
以
爲
柱
則
蠹
。
是
不
材
之
木
也
。
無
所
可
用
、
故
能
若
是

之
壽
。」

匠
石  

斉
に
之
き
、
曲
轅
に
至
る
。
櫟
社
の
樹
を
見
る
に
、
其
の
大
な
る
こ
と
数
千
牛
を
蔽
ふ
。
︙
︙
（
匠
石
）
曰
く
、「
已
め
よ
。

之
を
言
ふ
勿
か
れ
。
散
木
な
り
。
以
て
舟
を
為
れ
ば
則
ち
沈
み
、
以
て
棺か
ん

槨か
く

を
為
れ
ば
則
ち
速
や
か
に
腐
り
、
以
て
器
を
為
れ
ば

則
ち
速
や
か
に
毀や
ぶ

れ
、
以
て
門
戶
を
為
れ
ば
則
ち
液え
き

樠ま
ん

し
、
以
て
柱
を
為
れ
ば
則
ち
蠹と

す
。
是
れ
不
材
の
木
な
り
。
用
ふ
可
き
所

無
し
。
故
に
能
く
是
の
若
く
寿
い
の
ち
な
がし
、
と
。

「
散
木
」
は
人
間
の
た
め
に
役
に
立
た
な
い
の
で
か
え
っ
て
人
間
に
切
ら
れ
ず
に
、
巨
大
な
樹
木
と
な
る
ま
で
生
き
ら
れ
る
と
い
う
有

名
な
故
事
で
あ
る
。
蘇
軾
は
晩
年
の
題
画
詩
「
題
過
所
畫
枯
木
竹
石
三
首
」
其
二
（『
蘇
軾
詩
集
』
巻
四
十
三）
10
（

）
で
も
「
散
木
」
の
典
故

を
使
っ
て
い
る
。

散
木
支
離
得
自
全　

交
柯
蚴
蟉
欲
相
纏　
　
　

散
木
支
離
と
し
て
自
ら
全
き
を
得
て
、
交
柯
蚴ゆ
う
り
ゅ
う蟉と
し
て
相
ひ
纏
わ
ん
と
欲
す
。

不
須
更
說
能
鳴
雁　

要
以
空
中
得
盡
年　
　
　

更
に
能
く
鳴
く
雁
を
説
ふ
を
須も
ち

い
ず
、
空
中
を
以
て
年
を
尽
く
す
を
得
ん
を
要
す
。

こ
の
作
品
は
、
蘇
軾
が
死
去
す
る
一
年
前
の
元
符
三
年
（
一
一
〇
〇
）、
左
遷
地
の
昌
化
軍
（
儋
州
）
に
お
い
て
息
子
蘇
過
の
描
い
た

「
枯
木
竹
石
図
」
の
た
め
の
題
画
詩
で
あ
り
、
枯
木
を
詠
じ
て
い
る
。
一
句
目
は
枯
木
を
散
木
と
呼
び
つ
つ
、
直
接
に
枯
木
の
象
徴
的
な

意
味
を
表
現
し
、
二
句
目
は
枯
木
の
姿
を
描
写
す
る
。
三
・
四
句
は
次
に
示
す
『
荘
子
』
山
木
篇
を
意
識
し
た
詩
句
で
あ
る
。

莊
子
出
於
山
、
舍
於
故
人
之
家
。
故
人
喜
、
命
豎
子
殺
雁
而
烹
之
。
豎
子
請
曰
、「
其
一
能
鳴
、
其
一
不
能
鳴
。
請
奚
殺
。」
主
人

曰
、「
殺
不
能
鳴
者
。」
明
日
、
弟
子
問
於
莊
子
曰
、
昨
日
山
中
之
木
、
以
不
材
得
終
其
天
年
、
今
主
人
之
雁
、
以
不
材
死
。
先
生
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將
何
處
。」
莊
子
笑
曰
、「
周
將
處
夫
材
與
不
材
之
間
。
材
與
不
材
之
間
、
似
之
而
非
也
、
故
未
免
乎
累
。」

荘
子
、
山
よ
り
出
で
て
、
故
人
の
家
に
舍
る
。
故
人
喜
び
、
豎じ
ゆ

子し

に
命
じ
て
雁
を
殺
し
て
之
を
烹に

し
む
。
豎
子
請
ひ
て
曰
く
、「
其

の
一
は
能
く
鳴
き
、
其
の
一
は
鳴
く
こ
と
能
は
ず
。
請
ふ
奚い
づ

れ
を
殺
さ
ん
、
と
。」
主
人
曰
く
、「
鳴
く
こ
と
能
は
ざ
る
者
を
殺
せ
」

と
。
明
日
、
弟
子
荘
子
に
問
ひ
て
曰
く
、
昨
日
、
山
中
の
木
は
、
不
材
を
以
て
其
の
天
年
を
終
ふ
る
を
得
、
今
、
主
人
の
雁
は
、

不
材
を
以
て
死
す
。
先
生
将
に
何
れ
に
処
ら
ん
と
す
る
」
と
、
荘
子
笑
ひ
て
曰
く
、「
周
は
将
に
夫
の
材
と
不
材
と
の
間
に
処
ら
ん

と
す
。
材
と
不
材
と
の
間
は
、
之
に
似
て
而し
か
うし
て
非
な
り
、
故
に
未
だ
累
を
免
れ
ず
。」

山
中
の
大
木
は
無
用
だ
と
い
う
こ
と
で
天
寿
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
雁
は
無
用
だ
と
い
う
こ
と
で
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

荘
子
は
極
端
な
無
用
を
取
る
わ
け
で
は
な
く
、
有
用
と
無
用
と
の
間
が
一
番
よ
い
と
説
く
。
蘇
軾
も
こ
の
故
事
を
用
い
て
、
息
子
の
蘇

過
に
対
し
て
人
生
の
哲
学
を
教
え
て
あ
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
蘇
軾
が
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）、
烏
台
詩
案
の
た
め

命
を
失
う
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
詩
を
作
る
前
の
数
年
間
は
次
か
ら
次
へ
と
、
よ
り
辺
鄙
な
と
こ
ろ
へ
左
遷
さ
れ
、
朝
廷
へ
二
度
と
帰
れ

る
希
望
が
見
え
ず
、
自
分
の
生
涯
を
感
嘆
し
た
経
験
を
も
と
に
し
た
忠
告
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
蘇
軾
は
「
洗
児
戯
作
」（『
蘇

軾
詩
集
』
巻
四
十
七
）
と
い
う
詩
が
あ
る
。

人
皆
養
子
望
聰
明　

我
被
聰
明
誤
一
生　
　
　

人
皆
子
を
養
ひ
聡
明
な
る
を
望
み
、
我
聡
明
に
一
生
を
誤
ま
ら
せ
ら
る
。

惟
願
孩
兒
愚
且
魯　

無
災
無
難
到
公
卿　
　
　

惟
だ
願
は
く
は
孩
児
愚
か
且
つ
魯
に
、
災
無
く
難
無
く
し
て
公
卿
に
到
ら
ん
。

 

私
は
才
能
が
高
す
ぎ
る
た
め
に
災
難
を
被
っ
た
の
で
、
息
子
に
は
愚
か
で
鈍
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
戯
れ
の
口
振
り
で
は
あ
る
が
、

荘
子
の
「
材
與
不
材
之
間
」
に
見
え
る
中
間
を
ゆ
く
哲
学
を
心
に
し
み
じ
み
と
深
く
体
感
し
た
結
果
と
い
え
よ
う
か
。

黄
庭
堅
「
蘇
李
畫
枯
木
道
士
賦
」
も
ま
た
同
じ
く
『
荘
子
』
の
散
木
を
用
い
て
い
る
が
、
蘇
軾
と
は
別
の
方
向
へ
の
発
展
を
遂
げ
て

い
る
。「
寄
櫟
社
以
神
其
拙
」
は
散
木
の
無
用
を
高
く
讃
え
、「
顧
白
鷗
之
樂
人
深
」
は
機
心
を
忘
れ
て
の
鴎
と
の
戯
れ
の
楽
し
さ
を
言
っ

て
お
り
、
立
身
出
世
す
る
の
み
で
は
、
こ
の
よ
う
な
楽
し
さ
は
味
わ
え
な
い
。
黄
庭
堅
は
「
鴎
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
特
に
好
み
、
例
え
ば

「
江
南
の
野
水
天
よ
り
碧
な
り
、
中
に
白
鷗
あ
り
閑
な
る
こ
と
我
に
似
た
り
（
江
南
野
水
碧
於
天
、
中
有
白
鷗
閑
似
我
）」（「
演
雅
」、『
山

谷
詩
集
注
』
巻
一
）、「
夢
に
白
鷗
と
作
り
て
去
り
、
江
南
の
水
天
の
ご
と
し
（
夢
作
白
鷗
去
、
江
南
水
如
天
）」（「
次
韻
楊
明
叔
見
餞
十

首
」
其
十
、『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十
四
）、「
万
里
の
帰
船  

長
笛
を
弄ろ
う

し
、
此
の
心
吾  
白
鴎
と
盟ち
か

ふ
（
萬
里
歸
船
弄
長
笛
、
此
心
吾
與
白
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鷗
盟
）」（「
登
快
閣
」、『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
十
一
）
な
ど
の
詩
句
が
あ
り
、
隠
居
の
理
想
と
し
て
の
象
徴
で
あ
る
と
い
え
る）
11
（

。
就
中

「
題
子
瞻
寺
壁
小
山
枯
木
二
首
」
は
、
こ
の
思
想
を
用
い
た
代
表
作
品
で
あ
る
。
以
下
に
挙
げ
る
。

　
　
　
　

其
一

爛
腸
五
斗
對
獄
吏　

白
髮
千
丈
濯
滄
浪　
　
　

爛
腸
五
斗　

獄
吏
に
対
し
、
白
髪
千
丈　

滄
浪
を
濯
ふ

卻
來
獻
納
雲
臺
表　

小
山
桂
枝
不
相
忘　
　
　

却
り
来
り
て
献
納
す　

雲
台
の
表
、
小
山　

桂
枝　

相
ひ
忘
れ
ず

　
　
　
　

其
二

海
內
文
章
非
畫
師　

能
回
筆
力
作
枯
枝　
　
　

海
內
の
文
章　

画
師
に
非
ず
、
能
く
筆
力
を
回
し
て　

枯
枝
を
作
る
。

豫
章
從
小
有
梁
棟　

也
似
鄭
公
雙
鬢
絲　
　
　

豫
章　

小
き
よ
り　

梁
棟
有
る
も
、
也ま

た
鄭
公
の
双
鬢
糸
に
似
た
り
。

其
二
の
第
一
句
と
結
句
は
杜
甫
の
「
鄭
公  

樗
散  

鬢
糸
を
成
す
、
酒
後
常
に
称
す
老
画
師
と
（
鄭
公
樗
散
鬢
成
絲
、
酒
後
常
稱
老
畫

師
）」（「
送
鄭
十
八
虔
貶
臺
州
司
戶
、
傷
其
臨
老
陷
賊
之
故
、
闕
爲
面
別
、
情
見
於
詩
」）
を
援
用
し
た
句
で
あ
る
。
杜
甫
の
原
詩
は
左

遷
さ
れ
る
鄭
虔
を
散
木
に
喩
え
る
こ
と
に
対
し
て
、
黄
庭
堅
は
枯
木
を
豫
章
（
楠
木
）
と
し
て
認
識
し
、
さ
ら
に
老
い
た
鄭
虔
に
例
え

る
。
こ
の
豫
章
は
才
能
高
い
蘇
軾
の
暗
喩
で
あ
る
よ
う
に
も
、
ま
た
は
自
分
自
身
を
指
す
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。「
豫
章
」
は
黄
庭
堅
の

出
身
地
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
首
の
結
句
の
「
小
山
桂
枝
」
は
『
楚
辞
』「
招
隠
士
」
を
出
典
と
す
る
。

猿
狖
群
嘯
兮
虎
豹
嗥
、
攀
援
桂
枝
兮
聊
淹
留
。
王
孫
遊
兮
不
歸
、
春
草
生
兮
萋
萋
。

猿
狖
群
れ
に
嘯
し
て
虎
豹
嗥こ
う

し
、
桂
枝
を
攀
援
し
て
聊い
さ
さか
淹
留
す
。
王
孫
遊
び
て
帰
ら
ず
、
春
草
生
じ
て
萋
萋
た
り
。

「
招
隠
士
」
は
山
奥
の
桂
林
（
金
木
犀
の
林
）
に
隠
居
し
て
い
る
人
を
招
く
作
品
で
あ
る
。
黄
庭
堅
の
題
画
詩
で
は
、
蘇
軾
は
朝
廷
に

身
を
置
く
も
の
の
心
は
「
小
山
桂
枝
」
の
隠
居
の
生
活
を
忘
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
絵
画
の
「
小
山
枯
木
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
志
を
象
徴

し
た
も
の
で
あ
る
。
蘇
軾
に
見
え
る
難
を
避
け
よ
う
と
す
る
哲
学
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
枯
木
を
隠
居
す
る
心
と
し
て
捉
え
る
見
方

は
黄
庭
堅
の
独
特
の
見
方
で
あ
る
。
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四　
『
荘
子
』
か
ら
仏
語
へ

「
黄
魯
直
は
『
荘
子
』、『
世
説
』
に
一
歩
を
離
れ
得
ず
（
黃
魯
直
離
『
莊
子
』、『
世
說
』
一
步
不
得
）」（
南
宋
・
沈
作
哲
『
寓
簡
』）

と
い
う
批
判
が
示
す
よ
う
に
、
黄
庭
堅
の
詩
に
は
『
荘
子
』
の
故
事
や
言
葉
を
援
用
す
る
と
こ
ろ
が
特
に
多
い
。
前
掲
し
た
枯
木
に
つ

い
て
の
出
典
も
ほ
と
ん
ど
が
『
荘
子
』
に
繋
が
っ
て
い
る
。
黄
庭
堅
の
自
己
認
識
が
垣
間
見
ら
れ
る
作
品
と
い
え
る
「
張
大
同
寫
予
真

請
自
贊
」
も
次
の
よ
う
に
書
か
れ
る
。

秀
眉
廣
宇　

不
如
魯
山　
　
　

秀
眉
広
宇
、
魯
山
に
如
か
ず
。

槁
項
黃
馘　

不
如
漆
園　
　
　

槁
項
黄こ
う

馘か
く

、
漆
園
に
如
か
ず
。

韜
光
匿
名　

將
在
雙
井　
　
　

光
を
韜
し
名
を
匿
し
、
将
に
双
井
に
在
ら
ん
と
す
。

談
玄
說
妙　

熱
謾
兩
川　
　
　

玄
を
談
じ
て
妙
を
説
き
、
熱
謾
両
川
。

枯
木
突
兀　

死
灰
不
然　
　
　

枯
木
突
兀
と
し
て
、
死
灰
然も

え
ず
。

虛
舟
送
物　

成
百
漏
船　
　
　

虚
舟  
物
を
送
り
、
百
漏
船
と
成
す
。

出
典
に
つ
い
て
は
、「
槁
項
黃
馘
、
不
如
漆
園
」
は
『
荘
子
』
列
禦
寇
篇
に
、「
枯
木
突
兀
、
死
灰
不
然
」
は
前
掲
し
た
『
荘
子
』
人

間
世
篇
に
基
づ
き
、「
韜
光
匿
名
」
は
『
老
子
』「
韜
光
」
に
、「
虛
舟
送
物
」
は
『
荘
子
』
山
木
篇
に
よ
る
。
最
も
注
目
を
払
う
べ
き
と

こ
ろ
は
結
尾
の
「
虛
舟
送
物
、
成
百
漏
船
」
に
あ
る
。「
百
漏
船
」
と
は
仏
教
用
語
で
あ
り
、
本
来
は
煩
悩
だ
ら
け
の
人
生
を
意
味
し
て

い
る
。
老
荘
思
想
と
仏
教
の
融
合
は
六
朝
時
代
に
す
で
に
発
生
し
て
い
る
が
、
黄
庭
堅
に
は
自
己
認
識
の
過
程
に
お
い
て
も
、
や
は
り

老
荘
思
想
と
仏
教
思
想
と
を
併
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
蘇
軾
も
同
じ
く
道
教
と
仏
教
と
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
こ

れ
は
宋
の
士
大
夫
に
お
け
る
普
遍
的
な
現
象
で
あ
る
。
黄
庭
堅
「
任
運
堂
銘
」（『
黄
文
節
公
全
集
』
別
集
巻
三
）
に
次
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る
。

或
見
僦
居
之
小
堂
、
名
任
運
、
恐
好
事
者
或
以
藉
口
。
余
曰
、
騰
騰
和
尚
歌
云
、「
今
日
任
運
騰
騰
、
明
日
騰
騰
任
運
」、
堂
蓋
取

諸
此
。
余
已
身
如
槁
木
、
心
如
死
灰
、
但
不
除
鬚
髪
一
無
能
老
比
丘
、
尚
不
可
邪
。

或
ひ
と
僦
居
の
小
堂
の
任
運
と
名
づ
く
る
を
見
、
好
事
者
の
或
い
は
以
て
口
を
藉
る
を
恐
る
。
余
曰
く
、
騰
騰
和
尚
の
歌
に
云
く
、

黄
庭
堅
に
お
け
る
枯
木
の
詩

47



「
今
日  

運
に
任
せ
騰
騰
た
り
、
明
日
騰
騰
と
し
て
運
に
任
す
」
と
。
堂
蓋
し
此
よ
り
取
る
。
余
已
に
身
は
槁
木
の
如
く
、
心
は
死

灰
の
如
し
。
但
だ
鬚
髪
を
除
せ
ざ
る
一
無
能
の
老
比
丘
な
る
の
み
。
尚
ほ
不
可
な
る
や
。

「
身
如
槁
木
、
心
如
死
灰
」
の
出
典
は
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
で
あ
る
。「
槁
木
庵
」「
死
灰
寮
」「
任
運
堂
」
な
ど
の
名
付
け
方
は
運
命

に
身
を
任
せ
る
黄
庭
堅
の
心
情
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
思
想
は
、
荘
子
と
禅
宗
の
ど
ち
ら
に
も
別
種
の
系
統
で
は
あ
る
が
共

通
し
て
見
ら
れ
る
、
運
命
に
任
せ
る
と
い
う
考
え
方
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。『
荘
子
』
に
お
け
る
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
て
、
禅
学
と

混
用
す
る
こ
と
は
、
黄
庭
堅
よ
り
古
い
用
例
は
管
見
の
限
り
皆
無
で
あ
る
。
南
宋
に
至
っ
て
よ
う
や
く
、
こ
の
よ
う
な
用
法
が
普
遍
化

す
る
。

ま
た
黄
庭
堅
は
、
枯
木
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
、
僧
侶
の
場
合
に
も
活
用
し
て
い
る
。「
泐
潭
我
和
尚
真
贊
」（『
黄
文
節
公
全
集
』
正
集

二
十
二
巻
）
を
見
て
み
よ
う
。

枯
木
突
兀　

傲
睨
萬
物　
　
　

枯
木
突
兀
と
し
て
、
万
物
を
傲
睨
す
。

頂
門
上
眼　

正
法
中
骨　
　
　

頂
門
上
の
眼
、
正
法
中
の
骨
。

「
泐
潭
我
和
尚
」
に
つ
い
て
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
。
僧
侶
の
姿
が
枯
木
の
よ
う
で
あ
り
、
世
間
を
傲
睨
し
て
い
る
と
表
現
さ
れ
る
。
ま

た
禅
に
精
通
す
る
た
め
に
、
二
つ
の
肉
眼
に
留
ま
ら
ず
、
頂
門
の
上
に
第
三
の
知
恵
の
目
を
有
し
、
正
し
い
仏
法
を
堅
持
し
た
人
物
と

し
て
描
か
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
人
を
枯
木
に
喩
え
る
こ
と
は
必
ず
し
も
『
荘
子
』「
人
間
世
」
だ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

禅
宗
経
典
の
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
十
五
「
慶
諸
禅
師
」
に
は
次
の
文
が
あ
る
。

師
止
石
霜
山
二
十
年
間
、
學
眾
有
長
坐
不
臥
、
屹
若
枯
株
、
天
下
謂
之
枯
木
衆
也
。

師  

石
霜
山
に
止
ま
る
こ
と
二
十
年
間
、
学
衆  

長
坐
し
臥
せ
ざ
る
も
の
有
り
、
屹
と
し
て
枯
株
の
若ご
と

き
な
れ
ば
、
天
下
こ
れ
を
枯

木
衆
と
謂
ふ
な
り
。

 

唐
代
の
慶
諸
禅
師
（
八
〇
七
～
八
八
八
）
の
在
世
時
、
そ
の
学
生
達
は
寝
ず
に
長
く
坐
禅
し
、「
枯
木
衆
」
と
呼
ば
れ
た
と
さ
れ
る
。

黃
庭
堅
「
次
韻
答
叔
原
會
寂
照
房
呈
稚
川
」（『
山
谷
外
集
詩
注
』
巻
七
）
の
詩
の
中
に
は
次
の
詩
句
が
あ
る
。

吾
儕
癡
絕
處　

不
減
顧
長
康　
　
　

吾
儕  

痴
絶
の
処
、
顧
長
康
に
減
ぜ
ず
。

得
閒
枯
木
坐　

冷
日
下
牛
羊　
　
　

間
を
得
て  

枯
木
の
ご
と
く
坐
し
、
冷
日  
牛
羊  

下
る
。
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坐
有
稻
田
衲　

頗
薰
知
見
香　
　
　

坐
す
る
に
稲
田
の
衲
あ
り
、
頗
ぶ
る
知
見
香
を
薰
ら
す
。

 
こ
こ
で
は
作
者
自
身
が
、
牛
羊
が
帰
る
夕
方
ま
で
長
く
坐
禅
し
て
、
姿
は
枯
木
の
よ
う
で
あ
る
と
述
べ
る
。
黄
庭
堅
が
『
景
徳
伝
灯

録
』
の
言
葉
を
詩
に
多
く
引
用
す
る
こ
と
は
若
年
時
も
既
に
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
。
こ
こ
の
「
枯
木
坐
」
は
坐
禅
の
姿
を
現
し
、『
景

徳
伝
灯
録
』
の
「
枯
木
衆
」
を
意
識
し
た
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
黃
庭
堅
「
次
韻
楊
明
叔
見
餞
十
首
」
其
八
（『
山
谷
詩
集
注
』
巻
十

四
）
の
詩
を
見
よ
う
。

虛
心
觀
萬
物　

險
易
極
變
態　
　
　

虚
心　

万
物
を
観
れ
ば
、
険
易　

変
態
を
極
む
。

皮
毛
剝
落
盡　

惟
有
眞
實
在　
　
　

皮
毛　

剝
落
し
尽
く
し
、
惟
だ　

真
実
の
在
る
有
り
。

侍
中
乃
珥
貂　

御
史
則
冠
豸　
　
　

侍
中
は
乃
ち
珥
貂
、
御
史
は
則
ち
冠
豸
。

照
影
或
可
羞　

短
蓑
釣
寒
瀨　
　
　

影
を
照て

れ
ば　

或
い
は
羞
ず
べ
し
、
短
蓑　

寒
瀬
に
釣
せ
ん
。

 

「
皮
毛
剝
落
盡
、
惟
有
眞
實
在
」
の
出
典
は
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
三
十
九
に
よ
る
。

如
大
村
外
、
有
娑
羅
林
、
中
有
一
樹
、
先
林
而
生
、
足
一
百
年
。
是
時
林
主
灌
之
以
水
、
隨
時
修
治
。
其
樹
陳
朽
、
皮
膚
枝
葉
悉

皆
脫
落
、
唯
眞
實
在
。

大
村
の
外
、
娑
羅
林
有
り
、
中
に
一
樹
有
り
、
林
に
先
ん
じ
て
生
じ
、
一
百
年
に
足
る
。
是
の
時
、
林
主
こ
れ
に
灌
ぐ
に
水
を
以

て
し
、
時
に
随
い
て
修
治
し
、
そ
の
樹  

陳
朽
し
、
皮
膚
枝
葉
、
悉
く
皆
な
脫
落
し
、
唯
だ
真
実
の
み
在
る
が
ご
と
し
。

 

樹
木
の
葉
と
枝
お
よ
び
皮
と
が
脱
落
し
て
、
残
る
部
分
こ
そ
が
本
当
の
真
実
で
あ
る
と
仏
法
の
理
を
説
く
。
ま
た
寒
山
詩
「
有
樹
先

林
生
」
は
、
詩
の
形
式
で
こ
の
こ
と
を
伝
え
る
。

有
樹
先
林
生　

計
年
逾
一
倍　
　
　

樹
有
り
て
林
に
先
ん
じ
て
生
じ
、
年
を
計
れ
ば
一
倍
を
逾
ゆ
。

根
遭
陵
谷
變　

葉
被
風
霜
改　
　
　

根
は
陵
谷
の
変
に
遭
い
、
葉
は
風
霜
に
改
め
ら
る
。

咸
笑
外
凋
零　

不
憐
內
文
采　
　
　

咸
な
外
の
凋
零
す
る
を
笑
い
、
內
の
文
采
を
憐
れ
ま
ず
。

皮
膚
脫
落
盡　

唯
有
眞
實
在　
　
　

皮
膚
脱
落
し
尽
く
し
、
唯
だ
真
実
の
み
在
る
有
り
。

 

黄
庭
堅
の
詩
も
強
く
こ
れ
を
意
識
し
、
た
だ
二
文
字
を
変
え
た
の
み
で
あ
る
。
こ
の
世
界
を
見
る
た
め
に
は
虚
心
が
必
要
で
あ
り
、

外
界
に
は
様
々
の
様
相
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
真
実
の
み
を
追
求
す
る
よ
う
に
と
、
詩
の
前
四
句
に
お
い
て
学
生
の
楊
明
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叔
に
希
望
を
託
す
。
黄
庭
堅
が
「
皮
膚
」
を
「
皮
毛
」
に
変
え
た
理
由
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
も
の
の
、
そ
の
拠
る
と
こ
ろ
は
間
違

い
な
く
『
大
般
涅
槃
経
』
や
寒
山
詩
に
お
け
る
枯
木
か
ら
の
発
想
で
あ
る
。

黄
庭
堅
は
『
荘
子
』
に
お
け
る
枯
木
の
典
故
を
愛
用
し
、
自
分
や
禅
師
の
姿
と
心
境
と
を
表
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
、
仏
教

に
お
け
る
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
を
積
極
的
に
詩
に
取
り
込
み
、
唐
以
前
の
枯
木
イ
メ
ー
ジ
と
は
顕
著
に
異
な
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
黄

庭
堅
以
降
、
宋
詩
に
お
け
る
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
は
禅
宗
と
の
関
わ
り
で
急
速
に
増
加
し
て
ゆ
く
。
例
え
ば
『
景
徳
伝
灯
録
』
の
「
枯
木

竜
吟
」「
枯
木
岩
」「
枯
木
逢
春
」
な
ど
の
典
故
が
愛
用
さ
れ
て
ゆ
く
の
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
趨
勢
は
、
黄
庭
堅
の
直
接
の
影

響
と
は
言
い
き
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
枯
木
の
イ
メ
ー
ジ
が
禅
の
色
彩
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
根
本
的
意
味
合
い
に
お
い

て
、
黄
庭
堅
の
作
品
が
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

注

（
１
）  

『
中
国
文
学
報
』
第
四
十
一
冊
（
京
都
大
学
文
学
部
・
中
国
語
学
中
国
文
学
研
究
室
、
一
九
九
○
年
四
月
）。

（
２
）  

倪
璠
注
、
許
逸
民
校
点
『
庾
子
山
集
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
年
）。

（
３
）  

『
盧
照
鄰
集
』
巻
二
（
徐
明
霞
校
点
『
盧
照
鄰
集
楊
炯
集
』、
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）。

（
４
）  

例
え
ば
、
本
文
に
挙
げ
た
「
遊
戯
三
昧
」
は
宋
以
前
に
は
形
成
さ
れ
て
い
な
い
意
識
で
あ
る
。
李
慧
国
氏
「
王
維
『
山
水
論
』
仍
疑
僞

託
」（
南
京
藝
術
學
院
學
報
、
二
〇
一
二
年
第
六
期
）
を
参
照
。

（
５
）  

『
山
形
大
学
紀
要　

人
文
科
学
』、
第
十
七
巻
第
二
号
、
二
〇
一
一
年
十
一
月
。

（
６
）  

「
秀
石
疏
林
図
巻
」
は
現
在
故
宮
博
物
院
所
蔵
。

（
７
）  

飛
白
と
は
か
す
れ
書
き
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
漢
の
蔡
邕
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
唐
・
張
懐
瓘
『
書
断
』
上
）。

（
８
）  

永
の
字
一
つ
で
す
べ
て
の
漢
字
の
筆
、
側
・
勒
・
努
・
趯
・
策
・
掠
・
啄
・
磔
の
八
種
の
筆
法
を
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
後
漢
・
蔡
邕

或
い
は
晋
・
王
羲
之
の
考
え
だ
し
た
も
の
。

（
９
）  

黄
庭
堅
の
文
は
『
黄
庭
堅
全
集
』（
黄
文
節
公
全
集
）（
四
川
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
、
該
書
は
正
集
、
外
集
、
別
集
、
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続
集
、
補
遺
の
五
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
詩
は
『
黄
庭
堅
詩
集
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
、
本
書
に
は
『
山
谷
詩

集
注
』『
山
谷
外
集
詩
注
』『
黄
庭
堅
詩
集
補
遺
』
の
四
つ
の
部
分
が
あ
る
。

（
10
）  
孔
凡
礼
校
点
、
中
華
書
局
、
一
九
八
二
年
。

（
11
）  
杜
甫
「
奉
贈
韋
左
丞
丈
二
十
二
韻
」
詩
の
「
白
鷗
没
浩
蕩
、
萬
里
誰
能
馴
」
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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